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岸
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史
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介
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▲有隣舎（昭和13年頃）［一宮市立中央図書館提供］

　
現
在
の
一
宮
市
丹
羽
字
南
屋
敷
に
「
鷲
津
有
隣

舎
之
碑
」
が
建
っ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）八
月
一
日
、
そ
の

功
績
を
称
え
、
有
隣
舎
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
五
代
鷲
津
香
雲
の
孫
・
小
鳩
く
る
み
（
鷲

津
名
都
江
）
さ
ん
を
迎
え
て
、
除
幕
式
が
盛
大
に

執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
一
宮
市
立
西

成
中
学
校
の
生
徒
に
よ
り
「
有
隣
舎
を
偲
ぶ
歌
」

が
合
唱
さ
れ
、
小
鳩
く
る
み
さ
ん
も
童
謡
を
独
唱

し
ま
し
た
。

　
有
隣
舎
の
前
身
は
、
宝
暦
年
間（
一
七
五
一
〜
六

四
）に
丹
羽
村
の
鷲
津
幽
林
が
開
い
た
漢
学
塾
「
萬

松
亭
」
に
始
ま
り
ま
す
。
「
有
隣
舎
」
と
改
め
た

の
は
、
幽
林
か
ら
数
え
て
三
代
目
の
益
斎
の
時
で

す
。
そ
の
後
、
蓉
裳
、
香
雲
と
継
承
さ
れ
ま
し
た

が
、
明
治
十
年
代
を
す
ぎ
学
校
教
育
の
展
開
と
と

も
に
衰
退
し
、
明
治
三
十
年
代
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
約
百
五
十
年
間
に
わ
た
り
漢
詩
、

漢
学
の
世
界
で
多
く
の
人
々
に
影
響
を
与
え
、
鷲

津
毅
堂
、
大
沼
竹
渓
、
大
沼
沈
山
、
森
春
濤
、
佐

藤
牧
山
、
服
部
牧
山
と
い
っ
た
著
名
人
を
多
数
輩

出
し
ま
し
た
。

　
鷲
津
幽
林
は
、
尾
張
国
丹
羽
郡
丹
羽
村
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
文
久
二
年（
一
八
六
二
）五
月
二
十
六

日
付
「
鷲
津
蓉
裳
宛
鷲
津
毅
堂
書
翰
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
二
〇
学
芸
』
二
〇
一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、

「
鷲
津
」
は
爾
波
神
社
の
祭
神
・
神
八
井
耳
之
命
の

末
裔
と
い
い
ま
す
。
ま
た
同
家
か
ら
出
家
し
た
信

覚
と
い
う
僧
侶
が
記
し
た
「
系
図
」
に
よ
る
と
、

「
鷲
津
」
の
始
ま
り
は
鎌
倉
時
代
の
頃
、
鷲
津
と
い

う
地
の
地
頭
に
補
さ
れ
た
時
に
鷲
津
太
郎
兵
衛
と

名
乗
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
室

町
時
代
初
期
に
尾
張
の
守
護
で
あ
っ
た
土
岐
家
に

仕
え
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
土
岐
家
か
ら
桔
梗
紋

の
衣
服
や
器
物
を
拝
領
し
て
い
る
由
縁
も
あ
り
、

鷲
津
家
の
紋
は
桔
梗
紋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
幽
林
は
享
保
十
二
年（
一
七
二
七
）に
生

ま
れ
、
名
古
屋
・
京
へ
出
て
医
学
・
儒
学
を
学
び

ま
し
た
。
文
化
十
一
年（
一
八
一
四
）の
『
幽
林
先

生
遺
稿
』
に
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ば
、
京
都
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芥
川
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丘
、
武
田
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の
　
み
こ
と

し
ん

か
く

た
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（
一
宮
市
博
物
館
　
学
芸
員
　

石
黒
智
教
）

【
参
考
文
献
】『
有
隣
舎
を
め
ぐ
る
人
々
 
生
誕
百
七
十
年
記
念
 
森
春
濤

と
ゆ
か
り
の
詩
人
展
』一
宮
市
博
物
館
、一
九
八
八
年
。林
英
夫「
漢
詩
・
絵

の
人
材
を
多
く
育
て
た
有
隣
舎
と
そ
の
学
統
」（『
江
戸
時
代
　
人
づ
く
り

風
土
記
』23
ふ
る
さ
と
の
人
と
知
恵
　
愛
知
、一
九
九
五
年
、農
山
漁
村
文

化
協
会
）。

▲有隣舎を偲ぶ歌［一宮市博物館蔵］

梅
龍
の
門
に
学
び
、
妙
法
院
宮
親
王
に
召
さ
れ
親

王
の
侍
読
と
な
り
ま
し
た
が
、
親
の
病
の
た
め
に

辞
し
、
名
古
屋
で
医
者
と
し
て
活
躍
の
ち
、
帰
郷

し
、
宝
暦
年
間（
一
七
五
一
〜
六
四
）に
私
塾
を
開

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
有
隣
舎
の
前
身
と
な
る
「
萬

松
亭
」
で
す
。
そ
の
後
、
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）

十
月
十
七
日
に
こ
の
世
を
去
る
ま
で
、
多
く
の
門

弟
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　
三
代
目
の
益
斎
の
時
に
、
萬
松
亭
か
ら
有
隣
舎

に
改
名
し
ま
し
た
が
、
有
隣
と
は
『
論
語
』
の
里

仁
篇
「
徳
不
孤
　
必
有
隣
（
徳
は
孤
な
ら
ず
、
必

ず
隣
あ
り
）」か
ら
き
て
い
ま
す
。
ま
た
有
隣
が
幽

林
に
繋
が
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
代
目
の

益
斎
の
時
に
は
、
門
人
も
尾
張
・
美
濃
・
出
雲
・

讃
岐
・
遠
江
な
ど
か
ら
集
ま
り
最
盛
期
を
迎
え
ま

し
た
。

　
幕
末
に
な
る
と
尾
張
藩
の
儒
者
・
細
野
要
斎
が

有
隣
舎
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
事
が
『
感
興

漫
筆
』
巻
二
十
六
（
名
古
屋
叢
書
、
一
九
六
一
年
）

に
あ
り
ま
す
。
要
斎
は
、
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

十
月
六
日
、
丹
羽
郡
丹
羽
村
の
臨
済
宗
東
光
寺
を

訪
ね
、
そ
の
足
で
四
代
鷲
津
五
郎
（
蓉
裳
）
を
訪

ね
て
い
ま
す
。

　
要
斎
が
有
隣
舎
を
訪
れ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
蓉
裳

が
「
孟
子
」
の
講
義
を
し
て
い
ま
し
た
。
講
堂
に

は
、
堂
内
一
杯
と
な
る
数
十
人
の
門
弟
が
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。
蓉
裳
は
講
義
を
終
え
、
要
斎
を
抹

茶
と
昼
食
で
も
て
な
し
ま
し
た
。
要
斎
は
蓉
裳
と

わ
ず
か
な
時
間
座
談
し
、
有
隣
舎
を
あ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
要
斎
が
有
隣
舎
を
訪
れ
た
十
年
後
に
は
、
学
校

教
育
の
展
開
と
と
も
に
衰
退
し
、
多
く
の
門
弟
を

輩
出
し
た
学
舎
の
灯
も
徐
々
に
消
え
て
い
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
初
代
の
幽
林
が
亡
く
な
っ
て
ち
ょ
う

ど
二
百
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
丹
羽
村
と
い
う
小

さ
な
村
に
開
か
れ
た
私
塾
「
有
隣
舎
」
を
改
め
て

顕
彰
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ê『
感
興
漫
筆
』巻
二
十
六

同
村
鷲
津
五
郎
を
訪
ふ
。
此
家
、
儒
を
業
と

す
る
事
四
世
也
。
五
郎
江
戸
に
遊
学
し
、
帰

て
後
、
父
祖
の
業
を
継
ぎ
諸
生
を
教
授
す
。

門
内
に
諸
生
の
舎
二
宇
あ
り
、
講
堂
は
玄
関

よ
り
入
て
二
間
あ
り
、
屋
柱
古
色
あ
り
。
此

日
孟
子
の
講
中
也
、
聴
徒
数
十
人
席
に
満
つ
。

講
畢
て
、
予
二
人
名
を
通
じ
て
相
見
る
。
五

郎
 

今
年
廿
八
歳
 

坐
に
延
き
点
茶
午
餐
を

饗
す
。

▲有隣舎付近の地図
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文
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「丹羽」バス停より南へ徒歩３分へ徒歩

丹羽

有隣舎跡

名
岐
バ
イ
パ
ス

県立一宮東県立一宮東
特別支援学校特別支援学校
県立一宮東
特別支援学校

にわ保育園

西島町5

西佐千原

丹羽

22

細
野
要
斎「
有
隣
舎
」を
訪
れ
る

り

じ
ん

か
ん
き
ょ
う

ま
ん
ぴ
つ

ば
い
り
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う
ほ
う
い
ん
の
み
や
し
ん
の
う

じ
　

と
う
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一
宮
吟
剣
詩
舞
協
会
は
、
ã
間
岳
香

会
長
の
も
と
、
十
一
流
会
派
が
加
入
し

て
お
り
、
そ
の
中
の
私
が
い
る
岳
精
流

は
、
協
会
副
会
長
脇
田
龍
精
先
生
の
門

下
と
し
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
年
十
一

月
三
日
の
文
化
の
日
に
大
会
を
開
き
、

昨
年
は
第
五
十
二
回
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
個
人
と
し
ま
し
て
は
何
年

も
前
よ
り
お
世
話
に
な
り
、
幾
度
も
出

演
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
一
昨
年
よ

り
慣
れ
な
い
私
が
理
事
に
、
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
を
書
か
せ
て
頂
く

こ
と
に
少
々
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

岳
精
流
で
は
、「 
真  
善  
美 
」
と
会
詩
を

し
ん 
ぜ
ん 

び

お
稽
古
の
前
や
各
行
事
の
前
に
皆
で
、

声
高
ら
か
に
吟
じ
ま
す
。

　
　

真
善
美　
　
　

横
山　

岳
精

詩
を
吟
ず
る
こ
と
に
よ
り

　

そ
の
真
な
る
も
の
に
触
れ

詩
を
吟
ず
る
こ
と
に
よ
り

　

そ
の
善
な
る
心
を
呼
び
起
こ
し

詩
を
吟
ず
る
こ
と
に
よ
り

　

そ
の
美
な
る
も
の
に
感
動
す
る

　

詩
吟
を
習
う
こ
と
、
難
し
い
漢
詩
な

ど
何
故
そ
れ
が
出
来
る
の
か
、
又
、
ど

う
し
て
何
年
も
飽
き
ず
に
楽
し
く
続
け

ら
れ
る
の
か
。
「
腹
式
呼
吸
を
使
う
、

そ
れ
が
健
康
に
良
い
」
と
か
色
々
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
声
の
低
い
人
、

高
い
人
各
々
自
分
の
音
程
で
思
い
切
り

の
声
を
出
せ
る
こ
と
」
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
素
晴
ら
し
い
効

果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
又
、
上
手
に

吟
じ
ら
れ
る
と
き
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
吟
道
は
人
の
道
と
も
言
い
ま

す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
「
礼

と
節
」
を
学
び
、
人
と
仲
良
く
助
け
合

い
楽
し
め
る
趣
味
と
も
言
え
ま
す
。
発

表
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
た
り
す
る
時
は

ラ
イ
バ
ル
と
な
る
友
人
も
、
普
段
は
皆

友
達
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
吟
友
」

と
言
い
ま
す
。

　

詩
吟
の
愛
好
家
は
高
齢
者
と
は
限
ら

ず
、
今
で
は
幼
少
年
か
ら
楽
し
み
、
親

子
三
代
で
詩
吟
を
楽
し
ん
で
い
ら
れ
る

家
族
も
あ
り
ま
す
。

　

「
高
尚
な
趣
味
」
で
「
健
康
」
に
も

良
く
、
特
に
吟
ず
る
と
き
の
姿
勢
の
良

さ
は
人
か
ら
褒
め
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
「
元
気
な
声
」
を

出
し
て
下
さ
い
。
き
っ
と
気
分
の
良
さ

は
判
っ
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。
今
年

の
十
一
月
三
日
は
、
一
宮
市
木
曽
川
文

化
会
館
に
て
大
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

ぜ
ひ
御
参
集
下
さ
い
。
一
同
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

　
 
一
宮
吟
剣
詩
舞
道
大
会
に
参
加
し
て

吟
剣
詩
舞
部
門　

一
宮
吟
剣
詩
舞
協
会　

五
藤　

龍
舟

エッセイ 

一
宮
吟
剣
詩
舞
協
会 （
加
入
会
派
と
代
表
者
）

日
本
詩
吟
学
院
濃
尾
岳
風
会　
　

ã
間
岳
香

岳
精
流
日
本
吟
院
一
宮
地
区
会　

脇
田
龍
精

吟
道
関
心
流
明
興
支
部　
　
　
　

鵜
飼
汪
洲

北
辰
神
桜
流
桜
桃
会　
　
　
　
　

浅
野
桃
丘

吟
道
関
心
流
五
鈴
支
部　
　
　
　

竹
内
丞
洲

吟
道
関
心
流
真
和
支
部　
　
　
　

岸
田
芳
淑

北
辰
神
桜
流
桜
旗
会　
　
　
　
　

牛
田
桃
絹

吟
道
彩
峰
流
一
宮
支
部　
　
　
　

畑
田
彩
巧

神
道
一
刀
流
宮
美
支
部　
　
　
　

細
井
淑
華

西
成
学
園
龍
峰
会　
　
　
　
　
　

脇
田
龍
峰

柳
翠
剣
詩
舞
道
会　
　
　
　
　
　

鵜
飼
柳
翠 関心流の皆さん

岳風会　神山児童館の皆さん

式典風景
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私
は
、
一
宮
美
術
作
家
協
会
デ
ザ
イ

ン
部
門
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
で
は
、
依
頼
者
が

い
て
、
そ
の
目
的
と
意
向
に
沿
う
デ
ザ

イ
ン
を
提
案
し
完
成
さ
せ
ま
す
が
、
美

術
展
へ
出
品
す
る
場
合
に
は
、
作
家
自

身
が
テ
ー
マ
を
決
め
、
伝
え
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
独
自
の
世
界
観
を
持
っ
て
表

現
す
る
ア
ー
ト
的
デ
ザ
イ
ン
の
作
品
と

な
り
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
部
門
で
は
、
手
描
き
の
ア

ナ
ロ
グ
表
現
の
作
品
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
制
作
し
て
出
力
す
る
デ
ジ
タ
ル
作

品
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
私
は

後
者
の
手
法
を
用
い
作
品
制
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
の
作
品
制
作
過
程
の
一
例
を
紹
介

し
ま
す
と
、
ま
ず
素
材
と
な
る
対
象
を

撮
影
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
取
り
込

み
、
画
像
加
工
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
多
数
の
画
像
を
組
み
合
わ
せ
る
コ

ラ
ー
ジ
ュ
の
技
法
を
用
い
て
表
現
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
素

材
画
像
が
必
要
と
な
る
為
、
私
の
カ
バ

ン
の
中
に
は
い
つ
も
小
さ
な
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
地
域
情
報

紙
等
に
目
を
通
し
、
少
し
で
も
気
に
な

る
と
出
掛
け
て
行
き
ま
す
。
す
る
と
そ

こ
に
は
物
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
の
出

会
い
も
待
っ
て
い
ま
す
。
人
と
の
出
会

い
が
作
品
作
り
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
事
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

作
品
制
作
中
は
、
楽
し
く
幸
せ
な
時

間
を
過
ご
す
の
で
す
が
、
時
折
、
究
極

に
行
き
詰
ま
り
、
悩
み
の
淵
に
は
ま
り

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、

い
つ
も
思
い
出
す
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
た
く
さ
ん
感
動
し
な
さ
い
。」

　

こ
れ
は
、
同
協
会
デ
ザ
イ
ン
部
門
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
森
昭
夫
先
生
が
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
で
す
。
感
動
と
い

う
言
葉
を
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、「
物

事
に
深
く
感
じ
て
、
心

を
動
か
す
こ
と
」
と
あ

り
ま
す
。
悩
み
、
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
時
と
い

う
の
は
、
心
の
柔
軟
性

が
無
く
な
り
、
心
が
動

か
な
い
状
態
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

世
界
規
模
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
自
分

の
身
近
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
。
樹
齢
何

百
年
の
巨
木
を
前
に

悠
久
の
時
へ
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
そ
の

幹
に
い
る
小
さ
な
虫

を
見
つ
け
て
命
の
今

を
感
じ
た
り
…
。

「
た
く
さ
ん
感
動
す

る
」
と
い
う
こ
と
は
、

物
事
の
大
小
に
関
係
な
く
、
心
を
動
か

さ
れ
る
度
に
、
そ
の
時
に
感
じ
た
気
持

ち
を
素
直
に
受
け
取
り
、
大
切
に
す
る

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
は
目
に
見
え
な

い
想
い
を
目
に
見
え
る
カ
タ
チ
に
す
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
見
て
く
だ

さ
る
方
の
心
に
、
何
か
が
少
し
で
も
残

る
よ
う
な
作
品
と
な
る
よ
う
、
今
後
も

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

想
い
を
カ
タ
チ
に

　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
彫
塑
部
門　

一
宮
美
術
作
家
協
会
／
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
部
・
彫
塑
部　

岡 
　

美
穂

活 動 

 「ザ サウンド オブ ミュージック」

「ファンタスティック ナイト」

画像加工をした素材達
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企
画
展
「
幸
せ
を
よ
ぶ
花
鳥
画
展
」

日
時
e
６
月
２
日
º
〜
７
月
８
日
∂

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
昔
の
人
々

が
幸
せ
へ
の
思
い
を
植
物
や
動

物
に
託
し
て
描
い
た
絵
画
や
吉

祥
紋
の
工
芸
品
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

５
０
円

※
市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

せ
つ
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ

日
時
e
①
４
月
７
日
º
②
５
月　

日
º

１９

③
６
月　

日
º

１６

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
①
節
子
さ
ん
の
よ
う
に
、
絵
筆

を
使
わ
ず
に
花
び
ら
を
描
い
て
、

美
術
館
に
大
輪
の
桜
を
咲
か
せ

ま
す
。
②
美
術
館
の
作
品
を
ヒ

ン
ト
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
問
題

を
解
い
て
、
節
子
さ
ん
の
財
宝

を
探
し
ま
す
。
③
美
術
館
で
な

ぞ
と
き
を
し
な
が
ら
、
い
つ
も

は
見
ら
れ
な
い
美
術
館
の
裏
側

を
探
検
し
ま
す
。

対
象
e
市
内
在
住
の
年
長
〜
小
学
生

定
員
e
各
回　

名（
抽
選
）

１６

参
加
料
e
無
料

※
要
申
込
み
。
詳
し
く
は
広
報
３
、
４
、

５
月
号
を
参
照

子
ど
も
講
座「

冨
田
一
里
塚
を
守
ろ
う
！
」

日
時
e
３
月　

日
º　

午
前　

時
〜　

２４

１０

１１

時　

分（
雨
天
順
延　

日
∂
）

３０

２５

内
容
e
美
濃
路
沿
い
に
あ
る
「
冨
田
一

里
塚
」
の
古
い
エ
ノ
キ
の
木
の

手
入
れ
を
体
験
し
ま
す
。

対
象
e
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
５
年

生
〜
中
学
生

定
員
e　

名（
抽
選
）

１０

参
加
料
e
無
料

※
要
申
込
み
。
詳
し
く
は
広
報
３
月
号

を
参
照

第　

回
一
宮
桜
ま
つ
り

５０

日
時
e
３
月　

日
∂
〜
４
月　

日
∏

２５

１０

（
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
）

内
容
e
市
内
の
桜
の
名
所
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。
大
江
川
緑
道
で
は

午
後
６
時
〜
９
時　

分
ま
で
ラ

３０

イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

会
場
e
大
江
川
緑
道
（
大
乗
公
園
〜
須

ケ
崎
橋
）、
青
木
川
河
畔
、
浅
井

山
公
園
、
木
曽
川
堤
、
稲
荷
公

園
、
真
清
田
神
社
、
尾
西
緑
道

入
場
料
e
無
料（
以
下
同
じ
）

第　

回
一
宮
つ
つ
じ
祭
り

４１
日
時
e
４
月　

日
º
・　

日
∂

２８

２９

午
前　

時
〜
午
後
４
時（　

日

１０

２９

は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
e
戦
国
武
将
浅
野
長
政
の
屋
敷
跡

に
整
備
さ
れ
た
浅
野
公
園
に
、

１
、
０
０
０
株
以
上
の
ツ
ツ
ジ

が
咲
き
誇
り
ま
す
。　

会
場
e
浅
野
公
園

第　

回
全
国
選
抜
チ
ン
ド
ン
祭
り

５２
日
時
e
５
月　

日
∂

２７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
全
国
選
抜
チ
ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー

ル
や
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。　

会
場
e
萩
原
商
店
街（
萩
原
町
）

「夢 中」 林 大樹

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》
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第　

回
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り　

１７
日
時
e
６
月
９
日
º
・　

日
∂

１０

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

（
９
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
e
園
内
に　

種
類
約
１
、
７
０
０

３８

株
の
花
し
ょ
う
ぶ
が
あ
り
、
５

月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か
け

て
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

会
場
e
萬
葉
公
園
高
松
分
園

第　

回
尾
西
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

１８
日
時
e
６
月
９
日
º
〜　

日
º（
ラ
イ

１６

ト
ア
ッ
プ
は
午
後
７
時
〜
９
時
）

内
容
e　

種
類
以
上
８
、
０
０
０
株
の

７０あ
じ
さ
い
が
あ
り
、
９
日
、　
１０

日
に
は
抹
茶
の
野
点
や
民
謡
・

詩
舞
・
和
太
鼓
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

会
場
e
御
裳
神
社

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月
８
日
∂

１１

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
５
月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１８

行
先
▼
永
保
寺
、
多
治
見
修
道
院
、
タ

イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
多
治
見

市
）他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

定
員
▼　

名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

３５抽
選
）

参
加
料
▼
２
、
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
ª
ま
で
に
事
務
局

２０

（
A　

―
７
０
７
５
）へ
連
絡

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
３
月　

日
º
・
４
月　

日
º

２４

２８

５
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２６

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２５

２２

５
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

尾
西
俳
句
会
】

　

A（　

）２
３
９
７

６８

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

１５

行
先
▼
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
、
荒
川

豊
蔵
資
料
館（
可
児
市
）他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

定
員
▼　

名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

３５抽
選
）

参
加
料
▼
３
、
０
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
ª
ま
で
に
事
務
局

２０

（
A　

―
７
０
７
５
）へ
連
絡

８５

そ
の
他
▼
５
月　

日
º
午
後
１
時
か
ら

２６

尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
す
る
俳
句
会
に
て
作

品
を
発
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）３
４
７
９

７７

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２５

２２

５
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
３
日
∏
・
５
月
８
日
∏

６
月
５
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

『
春
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
春
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』
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内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を

は
じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間

で
行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）
５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月　

日
º

１４

１２

６
月
９
日
º
・
午
後
１
時
〜

（
４
月
は
午
前
９
時　

分
〜
）

３０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ

１０

り
優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）
５
２
２
１

７３

日
程
▼
４
月　

日
∂

２２

会
場
▼
石
刀
神
社（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）
０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂
午
前
９
時　

分
〜

２２

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
素
謡
、
連
吟
、
仕
舞
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

尾
西
絵
画
ク
ラ
ブ
】

　

A（　

）
８
５
３
５

６２

日
時
▼
４
月　

日       

   
〜
６
日
∂

３０

（
１
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（　
３０

日
は
午
後
１
時
か
ら
、
６
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

内
容
▼
講
師
の
三
輪
清
弘
先
生
の
指

導
で
学
ぶ
、
尾
西
絵
画
ク
ラ
ブ
、

ポ
ピ
ー
の
会
の
２
団
体
に
よ

る
合
同
展
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

イ
エ
ロ
ー
オ
ー
カ
ー
】

　

A（　

）
５
５
５
８

６８

日
時
▼
５
月　

日
∏
〜　

日
∂

１５

２０

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
後
１
時
か
ら
、　

１５

２０

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

内
容
▼
会
員
達
に
よ
る
力
作
を
展
示

し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

楽
し
く
描
こ
う
会
】

　

A（　

）
７
６
４
７

６２

日
時
▼
５
月　

日
∏
〜　

日
∂

２２

２７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
正
午
か
ら
、　

日
は

２２

２７

午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

内
容
▼
講
師
の
小
川
護
先
生
の
指
導

で
学
ぶ
、
楽
し
く
描
こ
う
会
、

尾
西
ガ
リ
バ
ン
バ
ン
の
会
、

パ
レ
ッ
ト
会
の
３
団
体
に
よ

る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）
２
８
２
７

８７

日
時
▼
６
月
３
日
∂　

午
前　

時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
一
宮
音
楽
家
協
会
会
員
に
よ

る
演
奏
会
で
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
舞
踊
協
会
】

　

A（　

）
５
４
９
８

４５

日
時
▼
６
月
３
日
∂　

午
前　

時　
１１

３０

分
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
日
舞
発
表
会

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
】

　

A（　

）
７
０
７
５

８５

日
時
▼
６
月
７
日
∫
〜　

日
∂

１０

午
前　

時
〜
午
後
５
時（　

１０

１０

日
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
選
抜
さ
れ
た
作
家
の
日
本
画

・
洋
画
・
彫
刻
立
体
・
工
芸

・
デ
ザ
イ
ン
・
書
・
写
真
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先

　

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　

A（　

）
１
１
６
１

７６

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１７

（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容
▼
会
員
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

入
場
料
▼
一
般
５
０
０
円　

中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

8

『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

『
2
0
1
　̆
一
宮
総
合
美
術
展
』
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『
モ
ア
会
第　

回
水
彩
画
展
』

１６

『
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第　

回
定
期
演
奏
会
』

８２

『
狂
俳
月
例
会
』

『
尾
西
絵
画
ク
ラ
ブ
・

ポ
ピ
ー
の
会 
合
同
展
覧
会
』

『
イ
エ
ロ
ー
オ
ー
カ
ー
絵
画
展
』

『
花
柳
流
こ
ま
希
久
会

第　

回
日
舞
発
表
会
』

２１


